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地
元
か
ら
の
要
望
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
修
繕

は｢
材
料
支
給
制
度｣

を
設
け

て
い
ま
す
。
今
後
も
事
案
ご
と

に
、
よ
り
補
助
率
の
良
い
事
業

を
模
索
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

 

★
基
幹
水
路
の
老
朽
化
に
伴
う

改
修
計
画
に
つ
い
て
。 

 

　
水
路
改
修
は
、
毎
年
各
地
区

か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
地
元
施

工
が
可
能
な
小
規
模
修
繕
は
材

料
支
給
制
度
に
よ
る
対
応
と
、｢

農

地･

水･

環
境
保
全
向
上
対
策

事
業｣

に
よ
る
地
元
主
導
の
対

応
で
、
地
元
施
工
が
不
可
能
な

規
模
で
は
、
補
助
事
業
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
農
業
用
水
路
の

改
修
は
、
受
益
者
側
か
ら
の
要

望
が
あ
っ
て
対
応
可
能
と
な
り
、

受
益
者
代
表
と
県
と
連
携
し
な

が
ら
、
補
助
率
の
良
い
事
業
を

探
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
費

用
の
一
部
は
地
元
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
取
り
扱
い
や
維
持
管

理
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
安
定

的
利
用
と
長
寿
命
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

★
本
町
の
緊
急
雇
用
対
策
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。 

 

　｢

緊
急
雇
用
創
出
事
業｣

は
原

則
６
ヶ
月
の
短
期
雇
用
で
す
が
、

原
木
な
め
こ
の
特
産
化
を
図
る

た
め
、
３
年
間
で
事
業
費
約
１

千
万
円
、
２４
名
の
雇
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。｢

ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
交
付
金｣

は
１
年

以
上
の
長
期
雇
用
で
、
集
落
営

農
組
織
強
化
対
策
と
し
て
約
１

千
２
百
万
円
で
６
名
の
雇
用
、

葉
わ
さ
び
の
低
コ
ス
ト
化
と
特

産
品
開
発
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
約
４
千
６
百
万
円
で
１２
名
の

雇
用
、
観
光
情
報
を
発
信
す
る

パ
ソ
コ
ン
の
活
用
能
力
向
上
対

策
と
し
て
約
４
千
９
百
万
円
で

１５
名
の
雇
用
を
計
画
し
て
お
り
、

３
年
間
の
総
事
業
費
約
１
億
１

千
８
百
万
円
、
５７
名
の
雇
用
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
森
林
組
合
、

振
興
公
社
、
未
来
奥
津
に
委
託

し
ま
す
。 

 

★
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
を

見
直
し
て
は
。 
 

　
現
在
は
、
所
得
割
率
６
％
、

資
産
割
率
３０
％
、
平
等
割
額
１

万
７
千
円
、
均
等
割
額
２
万
１

千
円
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
を
目
標
に
、
資
産

割
率
を
除
い
た
３
方
式
を
検
討

し
ま
す
。 

  

★
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
町

民
と
事
業
を
検
証
し
て
見
直

し
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

　
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
合
併
前
の
町
村

ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設
置
し

て
、
事
業
計
画
、
執
行
状
況
等

の
説
明
を
行
い
、
意
見
等
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
意
見
や
提
案
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。｢

出
前
町
長
室｣

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
声

が
あ
れ
ば
出
向
き
ま
す
。 

 

★
塚
谷
・
馬
場
地
区
の
下
水
道

整
備
に
つ
い
て
。 

 

　
本
町
の
下
水
道
整
備
事
業
は
、

岡
山
県
が
策
定
し
た
構
想
に
基

づ
き
検
討
さ
れ
、
新
規
事
業
は

選
定
委
員
会
に
よ
り
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
の

決
定
に
よ
り
計
画
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業

｢

塚
谷
処
理
区｣

は
、
県
策
定
の

構
想
に
登
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
町
の
行
財
政
改
革
審
議
会
の

第
一
次
答
申
で｢

塚
谷
処
理
区

は
区
域
か
ら
除
外
し
、
小
型
合

併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
整
備
の

方
向
で
検
討
し
見
直
し
を
図
る

こ
と｣

と
示
さ
れ
て
お
り
、
理

解
を
得
る
べ
く
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
町
全
体
の
下

水
道
整
備
事
業
で
も
、
財
政
状

況
と
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ

る
中
、
国
と
県
の
強
い
指
導
が

あ
り
、
１９
年
度
に
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
一
部
の
地
域
が
小

型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
区
域
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
完
成
目

標
年
度
も
大
幅
に
遅
れ
、
３６
年

度
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

★
水
源
地
域
特
別
措
置
法
で
、
塚

谷
・
馬
場
地
区
の
農
業
集
落
排

水
事
業
に
つ
い
て
、
な
ぜ
地
元

に
相
談
が
な
か
っ
た
の
か
。 

 

　
ダ
ム
建
設
で
水
没
す
る
周
辺

地
域
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向

上
を
図
る
目
的
で
、
水
源
地
域

整
備
が
計
画
さ
れ
、
平
成
７
〜

１５
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
計
画
立
案
に
お
い
て
、

地
元
へ
説
明
し
、
要
望
を
集
約

し
て
、
計
画
に
盛
り
込
み
ま
し

た
が
、
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

７
年
度
の
水
源
地
域
整
備
で
は

計
画
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 
★
塚
谷
団
地
に
か
か
る
公
有
財

産
公
売
の
経
緯
と
今
後
は
。 

　
岡
山
県
か
ら
取
得
し
た
土
地

を
早
期
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
公
売
公
告
を
載
せ
た
と
こ

ろ
、
入
札
に
１
社
の
応
募
が
あ

り
、
条
件
を
満
た
し
て
い
た
の

で
契
約
を
行
い
ま
し
た
。
社
宅

を
建
設
予
定
で
す
。
今
後
は
企

業
誘
致
を
推
進
し
、
地
場
産
業

の
活
性
化
、
就
労
の
場
の
確
保

等
の
施
策
を
行
い
、
地
域
発
展

を
図
る
立
場
か
ら
、
そ
の
有
効

性
、
緊
急
性
等
を
勘
案
し
、
事

情
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
き
ま

す
。 

 

★
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
対

策
と
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
。 

 

　
本
町
で
は
、
育
児
用
品
（
お

む
つ
）
の
助
成
、
新
生
児
難
聴

検
査
の
無
料
化
、
小
学
校
終
了

ま
で
の
医
療
費
助
成
、
病
児
保

育
の
助
成
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
等
の
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２１
年
度
か
ら

は
不
妊
治
療
の
助
成
、
鶴
喜
保

育
園
で
の
一
時
保
育
、
１４
回
ま

で
の
妊
婦
検
診
の
無
料
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
理
解

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
若
者
定
住
で
は
、
新
築
住
宅

の
県
産
材
使
用
に
対
し
て
町
独


